




















1 B. Fenik，乃，pica/Battle Scenes in the Iliad: Studies in the Narrative Techniques of Homeric 





























3 Fenik, op. cit., 55f., 86, passim. 
4 A. Parry (ed.), The Making of Homeric Verse: The Collected Papers of Mi，抑制Pa町， Oxford,
1971; A. B. Lord, The Singer of Tales, Cambridge, Massachusetts, 1960 
5 W. Arend, Die typischen Scenen bei Homer, Berlin, 1933. 
6 Fenik, op. cit., 2.























































































7 D. L. Cairns, Aidos: The fろ:ychologyand Ethics of Honour and Shame in Ancient Greek 
Literature, Oxford, 1993, 116・7
8 J. Go叫d，“Hiketeia",Myth, Ritual, Memory and Exchange, Oxford, 2001, 34.初出は‘Hiketeia’，
]HS 93, 1973: 74・103. 
9 構成の内部についてもアステロバイオスの場面は典型的要素を備えているが，同時に例外

























ンである Fenik, op. cit., 6・7, 145-6 






























いう行為は第 16巻でサルベー ドー ンとパトロクロスの身にも起きている




West, Studi回目1the Text仰 dT惜別閉山叩nof the Iliad, Miinchen, 2001, 258・9は複数の理由
から 126-35を後代の学者による挿入と考えて自身のテキストには削除記号を付している
T. W. Allen and D. B. Monro (eds.), Homeri Opera I, Oxford, 1966 (reprinted from third 
edition in 1920) (OCT）は全ての行を採用している Westの説には一定の説得力があるが。
10行もの削除は即座に決断できるものではない従って本稿ではその判断を留保しさし
あたっては本文中においても当該箇所を 122-35と記す
13 122・3で連続する三つの対格についてはWest,op. cit., 257を参照せよ
14 Cf. 11.452・5































16 Segal, op.cit., 31 


























































18 Segal, op.cit., 31によれば，「非道な行いをする（α1σUMXpsl;nv）」（214）は，ホメーロス
においてはとりわけ通常認められているあるべき限度や規範に反した暴力的な行為に対し
て使用され， 5.403や 『オデユツセイアJ2.232 = 5.10においても使用例が見られる
19河辺でのアキレウスの行為が神を汚しているイメージを喚起することについては世 Neal,
The Wounded Hero: Non-Fatal I時iuη問Homer'sfliad, Bern, 2006, 246 8を参照せよ



















20 Cf. Segal, op. cit., 31. 











香乃，「『イー リアス』に於ける死と遺骸をめぐる叙述構成サルベー ドー ン，パトロクロス，


































25 Cf. N. Richardson, The Iliad: A Com問entaηyvol. VI, Cambridge, 1993, ad 21.152・60
























































































中lMYrT]＜；を見出すことは可能だろう Cf. A. Thornton, Homer's lliad: its Composition and the 










32 Lohmann, op. cit., 106は，94-6がリュカーオーンの抱く諦念と死を悟る気持ちにそぐわな
いとして，分析主義の面々（W.Leaf and M. A. Bayfield (eds.), The lliad of Homer叩l.2, 

































機能対アイネイアース戦と対ヘクトール戦」， 『西洋古典学研究J60 (2012), 1-13 
34第20巻の両雄の生と死が運命に則ったものであるということについては，前掲論文（註
33）の特に5・9で論じている






























35 21.48 (o也k,0e1'ρvτα） = 21.36 


























































































キレウスを獅子に喰えたこと（24.41）を思い起こさせる C.W. Macleod, Iliad book XXIV, 
Cambridge, 1982, ad 24.572; Richardson, op. cit., ad 24.572も またアキレウスには
その激情ゆえにプリアモスを殺める可能性があったことも示唆されている（24.582-6)











































44 Thornton, op. cit., 138・41 
45 Gould, op. cit., 35 
46 Gould, op.cit., 34. 



























48 Gould, op. cit., 26. 
49 Thornton, op. cit., 141 
50 ouoeσε同τηp/i:v0ε昨刊Mχtεσmyo市町田（21.123-4),o也8’<ilr;σeyε的τVtα川τ1PI i:v0相£VT¥


































51 Macleod, op. cit., ad 24.587 9; Richardson, op. cit., ad 24.582-90. 





























彼が敵に姿を見せて雄叫びをあげる第 18巻がアキレウスの怒りの転換点となる C.H 
Whitman, Homer and the Heroic Tradition, Cambridge, 1958, 137; Segal, op. cit., 24；，古湾，
前掲論文（註22), 16-7. 
54 Segal, op.cit., 31 
『イー リアスJ第21巻河辺の戦いにおける叙述構成の反復と展開 49 
に繋がりひいては神々の戦いに繋がる道筋を作る．他方でリュカーオーン
の場合は，その前後の叙述に向かつてより広範囲に亘る結びつきを持つ
彼に与えられた「アキレウスと二度会う」というテーマは先立つ第20巻
の叙述を引き継ぎながら第 22巻のヘクトールの運命を目指すものとして
設定されている一方で，そのヘクトールの運命とも切り離すことができな
い「パトロクロスの生前と死後jという観点を叙述上に明示することに
よって，パトロクロス死後のアキレウスの在り方を彼の言葉と行為を通じ
て描きだすものであった パトロクロスの死こそ『イーリアスJに転換点
をもたらすものであった パトロクロスの死こそアキレウスがその怒りを
アガメムノーンからヘクトールへと向け変え 自身の死を受け入れること
になった出来事であるーそれゆえ， リュカーオーンの場合には「アキレウ
スと二度会う」というテーマが物語全体にとっても重要な嘆願というテー
マにも結びついているのだ 更にこの嘆願はリュカーオーン主アステロバ
イオスの場面の大枠の構成を展開させる「遺骸に纏わる叙述」とも織り糸
の如くに躍りあい織りあわされて，第22巻のヘクトールの嘆願と死に連
なり，第24巻でのプリアモスとアキレウスの和解，およびヘクトールの
葬儀という物語の終結をつくる働きを果たしているのである
アステロバイオスに固有な叙述の場合は，直後の叙述への受け渡しとい
う役割が大きかったが，他方でリュカーオーンの場合はアキレウスが戦線
復帰した第20巻を含む前後の叙述に連なっている こうした異なる方向
に進む叙述を支えているのが，基盤となる「遺骸に纏わる叙述」だこれ
こそが異なるテーマの自由な横断と縦断を許すと同時に，物語叙述全体の
進行を導いてゆく．以上のように 基盤となる構成とその上を走る複数の
テーマやモティーフは，警えてみれば或る布地を織り上げる複数の糸の如
くに方向性を持ちながらも上下ともに糸を絡めて，一幅の絵図を織り上げ
てゆく 或いはこうした異なる特性を持つ叙述はそれぞれが独立性を持つ
旋律と言えるかもしれない．複数の旋律はそれぞれが声部となって，ポリ
フォニーを形成する．ちょうどそのように，リュカーオーンとアステロパ
イオスの場面は，異なる声部を統合することによって第24巻までの物語
叙述の一部をなしているのである．
